
告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
二
十
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
六
年
二
月
九
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
セ
キ
チ
ュ
ー
上
尾
店 

 
 

 

埼
玉
県
上
尾
市
須
ヶ
谷
一
丁
目
二
百
四
十
番
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要 

 
 

⑴ 

新
設
の
大
型
車
両
搬
入
口
に
つ
い
て
（
市
道
三
〇
七
九
四
側
に
設
置
予
定
） 

 
 

 
 

市
道
三
〇
七
九
四
側
か
ら
で
は
な
く
従
来
ど
お
り
三
〇
七
九
三
側
か
ら
搬
入
を
お
願
い 

 
 

 

致
し
ま
す
。
市
道
三
〇
七
九
三
か
ら
な
ら
、
搬
入
口
の
位
置
は
問
い
ま
せ
ん
。（
カ
ー
ブ
で 

 
 

 

見
通
し
が
悪
い
せ
い
か
、
変
更
前
の
図
面
上
の
市
道
三
〇
七
九
四
に
接
し
た
業
務
車
両
出 

 
 

 

入
口
は
、
長
年
施
錠
し
使
用
し
て
ま
せ
ん
。
セ
キ
チ
ュ
ー
の
開
店
直
後
よ
り
、
ゴ
ミ
収
集 

 
 

 

車
も
搬
入
車
も
市
道
三
〇
七
九
三
か
ら
荷
さ
ば
き
場
に
直
行
し
て
い
ま
す
。
） 

 
 

 
 

店
舗
数
が
増
え
、
新
設
の
「
大
型
車
両
搬
入
口
」（
騒
音
予
測
地
点
Ｄ
）
に
一
日
約
五
十 

 
 

 

台
ト
ラ
ッ
ク
が
通
行
予
定
で
す
。（
出
、
入
で
計
百
回
通
行
）
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
の
地
響
き
の 

 
 

 

よ
う
な
騒
音
、
排
気
ガ
ス
等
環
境
の
悪
化
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

市
道
三
〇
七
九
四
は
通
行
量
が
多
く
、
右
折
入
出
庫
の
際
ト
ラ
ッ
ク
が
滞
留
し
ま
す
。 

 
 

 
 

新
設
の
「
大
型
車
両
搬
入
口
」
か
ら
の
専
用
通
路
が
急
勾
配
の
ス
ロ
ー
プ
と
な
り
、
走 

 
 

 

行
音
が
よ
り
大
き
く
な
り
ま
す
。
ま
た
傾
斜
地
で
水
が
貯
ま
る
場
所
の
た
め
、
側
溝
が
必 

 
 

 

須
で
す
が
、
格
子
状
の
金
属
製
の
側
溝
蓋
が
車
両
通
行
の
た
び
に
跳
ね
上
が
り
、
金
属
音 

 
 

 

が
響
き
ま
す
。 

 
 

 
 

市
道
三
〇
七
九
三
（
認
定
幅
員
五
・
八
～
五
・
八
六
メ
ー
ト
ル
）
は
小
学
生
の
通
学
路 

 
 

 

で
は
な
く
、
認
定
幅
員
と
は
別
に
水
路
を
蓋
が
け
し
た
歩
道
も
あ
り
ま
す
。
駐
車
場
計
画 

 
 

 

地
を
道
路
に
接
す
る
か
た
ち
で
私
道
と
し
て
継
ぎ
足
し
、
道
幅
を
広
げ
安
全
に
ト
ラ
ッ
ク 

 
 

 

が
通
行
可
能
な
よ
う
に
す
る
等
、
具
体
的
に
は
分
か
り
か
ね
ま
す
が
、
何
ら
か
の
手
段
で 

 
 

 

従
来
ど
お
り
三
〇
七
九
三
側
か
ら
搬
入
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

 
 

⑵ 

市
道
三
〇
七
九
四
側
の
住
宅
地
前
の
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
（
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
程
の
土 

 
 

 

盛
り
を
し
、
側
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
に
し
、
駐
車
場
の
端
は
芝
生
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス 

 
 

 

に
す
る
予
定
と
伺
い
ま
し
た
。
） 



 
 

 
 

騒
音
源
か
ら
の
距
離
を
確
保
で
き
る
よ
う
市
道
三
〇
七
九
四
側
の
住
宅
地
前
の
ス
ペ
ー 

 
 

 

ス
を
芝
生
の
駐
車
場
で
は
な
く
、
通
常
の
緑
地
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

 
 

 
 

来
客
の
自
動
車
か
ら
発
生
す
る
様
々
な
音
、（
騒
音
予
測
の
計
算
対
象
外
で
す
が
シ
ョ
ッ 

 
 

 
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
の
金
属
音
等
）
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。
舗
装
が
経
年
劣
化
す
れ
ば
自
動
車 

 
 

 

の
タ
イ
ヤ
の
擦
過
音
等
は
、
更
に
悪
化
し
ま
す
。 

 
 

⑶ 

駐
車
場
三
に
つ
い
て 

 
 

 
 

出
入
り
口
や
駐
車
場
内
の
車
両
が
通
行
す
る
場
所
に
側
溝
、
マ
ン
ホ
ー
ル
等
が
あ
る
場 

 
 

 

合
、
蓋
が
跳
ね
上
が
ら
な
い
よ
う
衝
撃
音
を
抑
止
す
る
対
策
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、 

 
 

 

な
る
べ
く
路
面
に
デ
コ
ボ
コ
や
段
差
が
な
い
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

⑷ 

浄
化
槽
に
つ
い
て 

 
 

 
 

浄
化
槽
か
ら
音
、
振
動
は
で
ま
せ
ん
か
。
（
家
庭
用
浄
化
槽
で
す
と
、
エ
ア
ー
ポ
ン
プ 

 
 

 

が
二
十
四
時
間
稼
働
し
ま
す
。
）
ど
の
よ
う
な
設
備
な
の
か
分
か
り
か
ね
ま
す
が
、
ご
確 

 
 

 

認
、
配
慮
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

⑸ 

交
通
安
全
に
つ
い
て 

 
 

 
 

市
道
三
〇
七
九
四
に
面
し
て
、
背
の
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
が
続
き
ま
す
。
見
通
し 

 
 

 

が
悪
い
場
所
の
為
、
交
通
事
故
の
発
生
を
懸
念
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

⑹ 

大
型
店
舗
の
周
辺
へ
の
影
響
は
大
き
く
、
長
期
的
に
継
続
し
ま
す
。
小
規
模
で
す
が
住 

 
 

 

宅
地
の
あ
る
市
道
三
〇
七
九
四
側
に
騒
音
等
が
軽
減
す
る
よ
う
配
慮
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

 
 

 

よ
う
何
卒
お
願
い
致
し
ま
す
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
六
年
二
月
九
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
九
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 


